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６ 月 の 予 定
日 曜 行 事 等 の 予 定

1 月 朝会 通常授業・給食開始

2 火 部活(2,3年)開始

3 水 ＨＡ 部活見学(1年)

4 木

5 金 地震避難訓練 部活仮入部①(1年)

6 土

7 日

8 月 朝会 暴風雨避難訓練

9 火 部活仮入部②(1年)

10 水 ＨＡ

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月 朝会 Ｂ日程 生徒議会１

16 火 Ｂ日程

17 水 Ｂ日程 委員会

18 木 歯科検診 小中合同地震津波避難訓練

19 金 Ｂ日程 内科検診 生徒総会

20 土

21 日

22 月 朝会

Ｂ日程 篠島小プール水泳（午後）

23 火 Ｂ日程

進路説明会（２・３年生徒・３保護者）

高校の先生のお話を聞く会（２・３年生徒・２，３保護者）

24 水 ＨＡ

25 木 Ｂ日程 篠島小プール水泳（午後）

26 金 Ｂ日程 浜清掃

27 土

28 日

29 月

30 火 Ｂ日程 篠島小プール水泳（午後）

改めて気付いたこと

教諭 大 澤 彰 介

４月にふと、中学校１年生を担任するのは８年

ぶりだということに気付きました。２６歳だった私

は、「パワフルな中学生たちと一緒に過ごすと、ど

んな楽しいことが待っているのかな」と初めての経

験に対し、期待に胸を膨らませていたような気がし

ます。当時を思い返しつつ、久しぶりの１年生担

任であることに特別な思いをもって入学式を迎え

ました。式の直前、子どもたちの顔を見回している

と、８年前の私と同じように新しい環境に対して期

待に胸を膨らませている子。人前に出ることを緊

張している子。式が終わってから教室に戻ると、

「ホッとしたー。」と思わず声を漏らし、とても安心し

た表情を浮かべている子…。改めて、子どもたち

がさまざまな思いを抱いて学校生活を送っている

ことに気付きました。一年生の子どもたちの純粋な

思い一つ一つを大切に、新しい一年を作り上げて

いきたいです。

学校再開にあたって

校長 長 田 智 幸

５月１４日に愛知県が緊急事態宣言の対象から

解除されたことを受け、５月２０日より準備期間とし

て午前中全員登校、５月２５日より通常授業の再

開が決定されました。保護者の皆様には、休校中

多大なご心配をおかけしたことと存じます。また、

分散登校の折には、急な連絡にもかかわらず、対

応してくださいまして、感謝申し上げます。今まで

の休校分の授業を補うため、夏休みを短縮して授

業時間数を確保していきます。緊急事態宣言が

解除されたといっても新型コロナウイルス感染症

が収束したわけではありません。密集、密接、密

閉の三密を避ける「新しい生活様式」を続ける必

要があります。学校でもできる限りの対策を講じつ

つ、充実した学校生活が送れるように取り組んで

いきますので、ご協力をよろしくお願いします。

７月の主な行事予定

３日（金）水泳指導予備日

７日（火）遠泳大会

８日（水）～１０日（金）教育相談

１６日（木）委員会

２０日（月）～２３（水）期末テスト

２８日（火）学校公開日（午後）

２年生林間説明会

８月の主な行事予定

１日（土）２日（日）

町中学校体育大会（検討中）

３日（月）個人懇談会

４日（火）個人懇談会

７日（金）１学期終業式

１８日（火）１年生漁業体験

２１日（金）２学期始業式

新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、予定は変更する

場合があります。

ご了承ください。



お世話になった先生方から…
新型コロナウイルスの影響による臨時休校のため、残念ながら離任式や歓送式を行うこ

とができませんでしたが、去られた先生方から子どもたちへの熱いメッセージが届きまし
たので、一部をご紹介します。

鈴木康弘校長先生（半田市教育委員会）

３年間の間、ふらっと教室に入っていくと、みなさん、面倒がらずに付き合ってくれ
ましたね。今は、新しい場所で、やろうと思ったらやることを大切に働いています。日

間賀島は本当に良いところです。おうちの方や地域の方にもよくしていただきました。
ありがとうございました。そんな良い日間賀島に暮らしていることを誇りに思い、感謝

してほしいです。これからのみなさんの活躍に期待しています。がんばれ！日中生！

新井聖人先生（常滑市立南陵中学校）

みなさんと離れて、とてもさみしいです。特に３年生は、同じ年に日間賀中学校へ入

学してきたので、卒業まで見送りたかったです。これからの、みなさんの活躍に期待し

ています。がんばってください。

福島丈先生（東海市立加木屋中学校）

２、３年生にはいろいろな子がいました。生徒会活動をがんばる子、部活動に一生懸命な子、

楽しい話をしてくれる子、悩みを打ち明けてくれる子など、挙げたらきりがありません。日間

賀中学校で過ごした日々は宝物です。“人は歩みを止めたとき、挑戦をやめたときに年老いて

いくものだ。この道を行けばどうなるものか。危ぶむなかれ、危ぶめば道はなし。踏み出せば

その一足が道となり、その一足が道となる。迷わず行けよ。行けば分かるさ！ありがとう！”

笠島哲先生（東海市立横須賀中学校）

日間賀島で過ごした３年間は本当に楽しかったです。この島はとても魅力的で、好き

になりました。島の魅力は、自然、イベント、食べ物などたくさんありますが、それだ

けではありません。何より人の温かさが素晴らしいです。みなさんも温かさをもってい

ます。これからも、“応援される人”を目指してください。あいさつ、勉強、部活……

どんなことにも“やる気”をもって臨んでください。

渡邉綠二先生（南知多町立豊浜中学校）

１年間、とても楽しかったです。コロナのせいで、思うようにいかず大変なこともあ

るでしょう。でも、みなさんなら大丈夫です。休校が明けたら、昨年を超える日中にす

るべくがんばってください。私もがんばります。

田中絵梨先生（大府市立大府西中学校）

日間賀島での４年間は、長いようで短く、あっという間でした。今でも日曜日の夕方

になると、島に帰る時間だ……と思うことがあり、寂しくなります。全校生徒のことを

知って、深く関われることが良かったです。とても温かいみなさん、こんな時だからこ

そ、元気で、健康に気をつけて生活してください。

林綾香先生（東海市立平洲中学校）
１年間という短い期間でしたが、みなさんと出会えて良かったです。みなさんと体育

の授業をすることが何より楽しく、幸せな時間で、勇気や元気をもらえました。みなさ
んに大切にしてほしいことは、“今を大切に生きる”ということです。たくさんの人と
出会い、心を通わせ、今しかない中学校生活を楽しんでください。この先、嫌なことが
あった時に、周りの人や、学生時代の思い出が自分に力をくれるはずです。

中村浩二先生（南知多町教育委員会）

コロナで大変な中、つまらない思いをしている人も多いと思います。日間賀も、お客さ

んを呼びたくても呼べない状況が続いているでしょう。しかし、日間賀なら乗り越えられ

ると思っています。日中のみなさん、“やる気”の表情と元気なあいさつで島を元気にし

てください。４年間で日間賀が大好きになりました。またおいしいもの食べに行くぞ！


